
　　　　

R７ 年 2 月 25 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・長期休暇　春→お花見、ピクニック　　　夏→工場見学、プール、カラオケ　　秋→ハロウィン工作　　冬→クリスマス会、初詣、豆まき　など
・その他　　季節を感じる工作、お菓子作りなど

平日→放課後～17：30　まで　　　休校日→9時～16：30　まで

家族支援
・日頃の様子を伝えると共に家庭での様子を聞き取り、情報共有しながら支援に
繋げていきます。
・関係者、関係機関との連携による支援体制を構築していきます。

移行支援

・幼保等、関係機関と情報交換をおこない、支援内容の共有や連携を図り
ます。
・進路や移行先の相談がある場合、情報提供や相談支援を行っていきま
す。

地域支援・地域連携 ・学校、福祉サービス等と連携・連絡を取り情報共有をしていきます。 職員の質の向上
・社内外の勉強会や事例検討会への参加
・日々の振返りを大切に、情報共有や内部研修を行います。

支　援　内　容

本
人
支
援

・生活動作が安全に、そして自主的に行動できるようになる支援をしていきます。
・身の回りを清潔に保つ事や服装や持ち物等、身だしなみについて意識をする声掛けをしていきます。

・跳び箱やマットを使った手足運動など体を動かす運動を集団活動に取り入れていきます。
・制作活動や遊びを通して、視覚、聴覚、触覚など感覚運動を取り入れていきます。

・屋外活動を通じて外出先での適切な行動や振舞いを学び、自分でできる事が増え、次に繋がる経験を重ねていきます。
・見通しが立ちやすいようにスケジュールを掲示したり、事前に声をかける等、時間の感覚や時計を意識して行動する事が習慣になる支援をしていきます。
・ブロックなど空間把握の認知形成を養うものを遊びの中に取り入れていきます。

・元気よく気持ち良い挨拶することを促す支援をしていきます。
・自分の気持ちや思いを伝えやすい環境作り、友達や職員との関係を構築していきます。必要な時は絵カードなどコミュニケーションツールを使用します。

・初めて会う人にも気持ち良い挨拶ができる声掛け支援をしていきます。
・土曜日や長期休みを利用して外出行事を計画し、様々な人とふれあう機会を作ります。郊外活動の中で集団行動時のマナーやルールを認知し、守ることを通して、社会的マナーを身に付
ける事ができる経験を重ねていきます。

法人（事業所）理念 ・将来の自立に向けた生活習慣の習得をサポートします。

支援方針 ・集団生活の中でルールやマナーを守り楽しく活動したり、生活をする支援をします。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 　　　　　　　西崎事業所・児発 支援プログラム（参考様式） 作成日


